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飯山市 の歴史
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　太田地区五束の山道の脇にあ
ります。この宝篋印塔には明徳４
年（1393）の銘があるので、室
町時代の初頭に造られた飯山市
域最古の石造物です。また基礎
部分の銘文から、年長者が年少
者の菩提を弔うために造られたも
のと考えられます。宝篋印塔の形
態から、この地を支配していた有
力者によって造立されたと考えら
れています。

五束の宝
ほうきょういんとう

篋印塔                                                                               

上杉謙信による飯山城の大改修が完成した永禄 7 年 10 月 1 日を、飯山城築城の日としていま
す。平成 26 年は、それからちょうど 450 年の節目の年となりました。この節目の年にあたり、
再度史跡飯山城跡の歴史的な意義と、誇れる文化遺産として未来につなげていくために学ぶこと
を目的とし、記念シンポジウム、学習会を開催します。

日程　10 月 4日㈯ 
◇飯山城学習会　10 時～ 11 時 30 分　　　参加者募集！
　場　所　　飯山城跡　受付：飯山市民会館
　講　師　　笹本　正治（信州大学副学長）長瀬　 哲（飯山市教育長）ほか
　参加申込　９月 24 日 ( 水 ) までに飯山市公民館☎ 62-3342 までお申込ください。
　※学習会の際、市内に散在する山城や館跡から上がる「のろし」を確認します。
◇のろし実証体験　11 時頃～　　　参加者募集！
　各地区の山城や館跡から「のろし」を上げます。各地区公民館では「のろし」体験の募
集を行います。お申込は各地区公民館までお問い合わせください。
◇築城 450 年記念　飯山城シンポジウム　13 時～ 17 時
　場　所　　飯山市民会館　ホール 
　入　場　　無　料
　（１）基 調 講 演　『飯山城の歴史を踏まえたまちづくり』
            講　　　師　信州大学副学長　笹本　正治　氏
　（２）シンポジウム 『歴史と未来、まちづくり』　コーディネーター　笹本　正治 氏
　　来　　　賓　
　　　尾﨑　世一　氏（飯山城主尾﨑 ( 泉 ) 氏一族）  本多　助重　氏（本多藩主末裔）
　　パネリスト   
　　　福原　圭一　氏（上越市公文書センター）    　原田　和彦   氏（長野市立博物館）　
　　　海老沼  真治   氏（山梨県立博物館）　 飯山市長   長瀬　哲（飯山市教育長）
　　※今後の調整により内容の変更があります。
10 月 5 日㈰　決戦！飯山城　上杉軍ＶＳ武田軍 　参加者募集！
◇武将行列　　　飯山市公民館からいいやま花フェスタ会場を通って飯山城跡二の丸まで武将行列
◇決戦！飯山城　 綱引きやオリジナル競技で自軍を勝利に導け！
◇フリーステージ  武将行列参加団体の皆さんによるフリーステージ

飯山城築城４５０年

端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重

な
資
料
と
し
て
、
書
き
留
め
ら
れ

た
制
作
秘
話
を
原
文
の
ま
ま
ご

紹
介
す
る
ほ
か
、
昨
年
度
寄
贈

さ
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
や
下
絵

も
特
別
公
開
し
ま
す
。

　

自
ら
を
画
家
で
は
な
く
『
画

人(

ガ
ジ
ン)

』
と
称
す
る
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
た
氏
の
画
業
を
振
り

返
り
ま
す
。

◀
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

会　

期　

　

  

９
月
20
日
㈯
～
11
月
９
日
㈰

開　

館　

    

９
時
～
17
時

        （
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
火
曜
日
休
館
）

入
館
料　
一
般
３
０
０
円

※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

ツ
専
門
誌
な
ど
も
館
内
で
自
由
に

ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
置
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
一
緒
に
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
で
、
よ
り
一
層
写

真
展
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

会
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
美
術
館
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

会　

期　
８
月
23
日
㈯
ま
で

開　

館　

９
時
か
ら
17
時
ま
で

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

入
館
料　
一
般
３
０
０
円

※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

◆
没
後
10
年
記
念
展

『
ガ
ジ
ン
長
谷
川
青
澄
―
わ

た
し
は
、
売
る
た
め
の
絵
は

描
か
な
い
―
』

　

現
代
日
本
画
家
を
代
表
す
る

芸
術
家
の
１
人
で
あ
り
、
飯
山
市

の
名
誉
市
民
で
も
あ
る
長
谷
川
青

澄
氏
の
逝
去
か
ら
今
年
で
10
年
目

を
迎
え
ま
す
。
伝
統
的
な
日
本
画

の
技
術
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
豊

か
な
発
想
力
・
画
面
構
成
力
に
よ

り
他
に
例
の
な
い
高
い
芸
術
性
を

放
つ
絵
画
世
界
は
多
く
の
人
を
魅

了
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
長
谷
川
氏
の
人
間
性

に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
人
柄
の
一

◆
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

「S
h

ad
o

w
s o

n
 th

e 
Trails 

藤
巻
翔
写
真
展
」　

　
　
　
　
　

  （
開
会
報
告
）

　

７
月
19
日
㈯
、
美
術
館
ギ
ャ

ラ
リ
ー
企
画
展
「Shadow

s on 
the Trails 

藤
巻
翔
写
真
展
」
が

開
会
し
、
待
ち
わ
び
て
い
た
大
勢

の
方
々
が
来
館
し
、
初
日
か
ら
賑

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

地
元
飯
山
で
写
真
展
を
開
き
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
た
藤

巻
さ
ん
。
こ
の
日
は
自
ら
来
館
者

に
写
真
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い

た
り
、
気
さ
く
に
記
念
撮
影
に
も

応
じ
な
が
ら
、
終
日
館
内
に
滞
在

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
企
画
展
で
は
、
藤

巻
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー

飯山市美術館 ☎ 62-1501

（市有形文化財）

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館

永
禄
七
年

　

  

上
杉
謙
信
み
ず
か
ら
飯
山
城
普
請
完
了
を
検
分

　

     

今
年
平
成
26
年
で
４
５
０
年

飯
山
城
築
城
４
５
０
年
企
画
展

                          

期　
日　
９
月
６
日
㈯
～
11
月
16
日
㈰

・
上
杉
謙
信
公
愛
用
御
軍
配

・
黒
漆
塗
朱
の
丸
軍
配
団
扇

・
紙
采
配　
二
握

・
武
田
二
十
四
将
絵

・
川
中
島
合
戦
錦
絵

・
飯
山
城
絵
図　
　
ほ
か

◆
開
館
時
間   

　
　
９
時
～
18
時

◆
休
館
日　

   

　
　

毎
週
月
曜
日

　
　
（
祝
祭
日
の
場
合
は 

翌
日
）

◆
入
館
料

　
　
大
人　
　
　

 

２
０
０
円　

　

  

小
・
中
学
生　
１
０
０
円

※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

主
な
展
示
物
（
予
定
）

・
黒
漆
塗
本
小
札
色
々
威
童
具
足

（
本
多
氏
拝
領
徳
川
家
康
公
初
着
鎧
）

・
上
杉
謙
信
公
と
阿
弥
陀
如
来

・
大
日
如
来
像

・
春
日
山
毘
沙
門
堂
納
経
巻

・
軍
旗
「
紺
地
日
の
丸
」

・
軍
旗
「
愛
」

・
軍
旗
「
刀
八
毘
沙
門
」

◀
鬼
小
島
弥
太
郎　
錦
絵

　
当
市
で
は
、
平
成
17

年
第
１
次
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
21
が
策
定
さ

れ
、
女
性
の
地
位
と
福
祉
の
向
上

を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男

女
が
共
同
で
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
10
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

プ
ラ
ン
21
の
根
幹
を
な
す
基
本

目
標
の
一
つ
に
男
女
平
等
を
進
め

る
た
め
の
意
識
づ
く
り
が
あ
り
ま

す
。
男
女
が
お
互
い
を
認
め
合
い

尊
重
し
あ
う
こ
と
の
で
き
る
社
会

の
実
現
に
は
、
男
だ
か
ら
、
女
だ

か
ら
と
い
う
固
定
的
な
性
別
役
割

分
担
意
識
に
縛
ら
れ
ず
、
社
会
の

対
等
な
構
成
員
と
し
て
支
え
合
う

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
意
識
を

解
消
し
て
い
く
に
は
、
ま
ず
家
族

の
思
い
や
り
と
協
力
が
第
一
歩
と

な
り
ま
す
。

　

二
つ
目
に
は
、
男
女
が
共
に
参

画
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
あ
り
ま

す
。
地
域
の
行
事
等
で
は
、神
事・

祭
事
を
男
性
だ
け
で
行
う
慣
習

が
残
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
す
べ
き

も
の
と
、
よ
り
良
い
形
に
し
て
受

け
継
ぐ
べ
き
も
の
な
ど
、
地
域
や

家
庭
で
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
が

も
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
共
に
社
会
の
あ
ら
ゆ

人 権
学 習 シ リ ー ズ

『
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
』

              

飯
山
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
会
長　
今
井　
寛　

る
活
動
に
参
加
し
て
い
く
た
め
に

は
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
が
と
れ

て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
男
は

仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
固
定

観
念
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
共
働
き
家
庭
の
増
加

で
女
性
へ
の
負
担
が
重
く
な
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

三
つ
目
に
は
、
健
康
で
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
づ
く
り
が
あ
り
ま

す
。
健
康
で
自
ら
の
持
て
る
能
力

を
十
分
に
発
揮
で
き
る
こ
と
が
、

個
人
の
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
涯
学
習
や

地
域
社
会
へ
の
参
画
な
ど
に
よ
り

生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
社
会

に
対
し
興
味
や
関
心
を
持
っ
た
女

性
の
育
成
が
不
可
欠
な
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民

個
々
の
意
識
度
を
高
め
て
ゆ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
も
市
報

や
講
演
な
ど
に
よ
り
理
解
は
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
後
一
層
他

人
ま
か
せ
や
無
責
任
に
対
応
す
る

こ
と
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

平
等
な
立
場
で
自
立
し
、
協
力
し

合
い
、
共
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
社
会
づ
く
り
と
い
う
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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り
、
講
師
の
北
川
幸
弘
さ
ん
（
上

新
田
）
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
半
分
ほ
ど
登
っ
た
と

こ
ろ
で
強
い
雨
に
遭
い
ま
し
た
が
、

参
加
者
の
熱
い
希
望
で
続
行
。「
こ

ん
な
雨
の
中
、
昔
の
人
た
ち
は
ど

う
や
っ
て
進
ん
だ
ん
だ
ろ
う
」。
な

ど
、
当
時
の
こ
と
を
話
し
な
が
ら

歩
き
、
無
事
到
着
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
上
杉
謙
信
が
兵
を
休

ま
せ
た
と
さ
れ
る
大
将
陣
ま
で
足

を
の
ば
し
、
戦
国
時
代
に
想
い
を

馳
せ
、
気
分
は
上
杉
謙
信
公
！

　

専
門
部
員
シ
ェ
フ
が
富
倉
峠
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
名
物
「
具
だ
く
さ
ん

豚
汁
」
を
作
っ
て
、
み
な
さ
ん
を
ご

慰
労
。
中
に
は
「
お
い
し
く
て
５
杯

も
お
か
わ
り
し
た
」
と
い
う
”
つ

わ
も
の
”
も
。
途
中
、
何
度
と
な

く
通
り
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

お
い
し
い
豚
汁
と
寒
く
て
震
え
な

が
ら
飲
ん
だ
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
と
ス

イ
カ
で
お
腹
を
満
た
し
、
思
い
出
に

残
る
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な

り
ま
し
た
。（
柳
原
公
民
館
）

　

７
月
12
日
㈯
柳
原
公
民
館
学
習

部
は
高
田
の
文
化
遺
産
継
承
実
行

委
員
会
事
務
局
の
小
川
善
司
先
生

を
お
迎
え
し
、
地
域
課
題
学
習
会

「
高
田
瞽
女
の
足
跡
を
訪
ね
て
」
の

講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
30

数
名
も
の
参
加
が
あ
り
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
「
お
ら
ち

(

我
が
家)

瞽
女
宿
だ
っ
た
ん
だ
」と
、

な
つ
か
し
ん
で
来
ら
れ
た
方
も
い
て 

遠
い
昔
に
想
い
を
馳
せ
る
ひ
と
と
き

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ご
実
家
が
瞽
女
宿
を
し
て
い
た
と

い
う
斉
藤
さ
ん
（
南
条
）
と
青
木
さ

ん
（
南
条
）
に
思
い
出
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
小
学
生
だ

っ
た
そ
う
で
す
が
鮮
明
に
覚
え
て
お

い
で
で
し
た
。

　
「
今
み
た
い
に
テ
レ
ビ
も
な
～
ん

に
も
な
か
っ
た
か
ら
、
瞽
女
さ
ん
が

来
る
と
た
だ
た
だ
う
れ
し
く
て
な
ぁ

～
。
唄( 

唄
の
内
容) 

な
ん
て
わ
か

ら
な
か
っ
た
け
ど
瞽
女
さ
ん
の
あ
と

を
つ
い
て
歩
い
た
さ
。」

　
「
瞽
女
さ
ん
は
大
事
な
お
客
さ

ん
。
宿
に
着
く
と
据
え
風
呂( 

風

呂) 

に
入
っ
て
も
ら
い
、
ご
飯
を
出

す
。
そ
の
間
に
母
ち
ゃ
ん
が
20
畳

も
あ
る
座
敷( 

瞽
女
さ
ん
の
三
味

線
を
弾
き
な
が
ら
唄
う
の
を
村
じ

ゅ
う
の
人
が
聞
き
に
来
る) 

を
準
備

し
た
ん
だ
よ
。」
当
時
の
情
景
が
浮

か
ぶ
大
変
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

15
㌔
も
の
荷
を
背
負
い
峠
道
を

徒
歩
で
巡
業
に
来
た
瞽
女
さ
ん
と
、

温
か
く
迎
え
た
瞽
女
宿
の
つ
な
が

り
・・・
昔
の
生
活
や
、
当
時
の
人
々

の
心
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
有

意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

越
後
と
飯
山
を
結
ん
だ
塩
の

道
、
そ
の
昔
は
上
杉
謙
信
も
軍
用

道
路
と
し
て
使
っ
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
る
富
倉
峠
道
。

　
７
月
27
日
㈰
毎
年
恒
例
の
富
倉
峠

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
峠
を
管
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
文
化
財
を
見
直
す
」
と
い

う
重
要
な
任
務
の
刈
り
払
い
部

隊
。
柳
原
区
長
会
、
地
区
の
み
な

さ
ん
に
は
雨
の
中
、
刈
り
払
い
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
古
道
を
学
習

登
山
班
が
富
倉
峠
を
目
指
し
ま
す
。

　

途
中
に
は
馬
頭
観
音
や
供
養

塔
な
ど
石
造
物
が
た
く
さ
ん
あ

柳
原
公
民
館
地
域
課
題
学
習
会
～
富
倉
峠
を
学
ぶ
～

「
高
田
瞽
女
の
足
跡
を
訪
ね
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
演
会

富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催
！

【日　　時  】　9 月 27 日 ㈯ 13 時 30分～ 15時（13時受付開始）　　　　　　　　　　　
【場　　所  】　飯山市公民館 2階　講堂
【そ の 他】※小学生以下の場合は保護者同伴でお願いします。
　　　　　  ※当日は混雑が予想されます。できるだけ相乗りでお越しくださいますようお願いします。
【問 合 先】   飯山市公民館☎62-3342

増田明美講演会「自分という人生の長距離ランナー」
　飯山市公民館では、元女子マラソン・陸上競技長距離走選手で、現在はスポーツジャーナリスト・レース解説者・タレント
などで活動中で 1984 年ロサンゼルスオリンピック女子マラソン日本代表の増田明美さんを講師に迎え講演会を実施します。

飯山雪国大学文化講演会

第３５回
 飯山市青少年芸術祭

 舞台部門　参加者募集 !!第３回 みんなのおもしろひろば

ミニ運動会 参加者募集 !!ミニ運動会 参加者募集 !!
～ハイハイやヨチヨチ歩きでも安心！～

日　時：９月 3 日（水）10:00 ～（受付 9:30 ～）
会　場：飯山市公民館 ２階 講堂
講　師：藤澤八代恵 先生
対象者：保育園･ 幼稚園等未就園児
締　切：8 月 22 日㈮
その他：運動会終了後、子育てサークルの見学をした
　　　　 い方は、昼食をご持参ください。

参加費

子ども１人２００円

（おやつ代）

＊＊＊ お申込み ＊＊＊
 子育て支援センター

            　  62-5091
 飯山市公民館 62-3342

　青少年の芸術文化活動を発表する機会を通じ、芸術文
化に対する関心を高め、青少年の健全な育成と市民文化
の高揚を図る目的で、今年度も飯山市青少年芸術祭を開
催いたします。

飯山市青少年芸術祭

　　■期日・会場 ( 舞台発表の部 )
　 　１１月３日（文化の日）飯山市民会館 
　　■開催部門および種目【舞台発表の部】
　　　○音楽部門（合唱　吹奏楽　合奏　等）
　　　○芸能部門（民俗芸能　等）
　　　○演劇部門（児童劇　人形劇　等）
　　　○舞踏部門（ダンス　民踊　バレエ　等）
　　　　　　　　■参加資格　
　　　　　　　　　　原則として市内の小中学生、高校生
　　　　　　　　　　で構成するクラブ ･ 学校および民間
　　　　　　　　　　活動グループとする。
　　　　　　　　■申込締切　９月10 日（水）

　■申 込 先  飯山市公民館（62-3342）

【講師プロフィール】
幼児期からの食育提唱し、日本の食育実践の先駆け、NHK 教育テレビの「ひとりでできるもん」の産みの親でもある。「台所は社会
の縮図」として、食育、介護、防災、米粉普及食の村おこしなど、広く問題解決に取り組む社会派料理研究家。ハンズオン ( 体感 )
教育を食育の分野から行う。チルドレンズミュージアムの体感料理教室「キッズ・キッチン」は、本物の学力向上の切り札として注
目を集めている。阪神淡路大震災に被災し、台所からの頑張らない防災を紹介する。農林水産技術会議委員、相愛大学客員教授、
近畿米粉食品普及推進協議会会長、キッズキッチン協会会長、伝統食品研究会理事、テンペ研究会理事。
主催  飯山市公民館　　問い合わせ先　飯山市公民館　☎６２－３３４２

子育てセミナー第3回講座
  未来につながる食育のすすめ ～ 1 歳から包丁を～
講師 : 坂本廣子先生（相愛大学客員教授）
9 月 21日 ( 日 )  
時間：10 時 00 ～ 11時 30 分（受付 : 9 時 30 分）
会場：飯山市公民館 2 階　講堂（入場無料） 

飯山雪国大学公開講座

　
７
月
26
日
㈯
、
晴
天
の
中
、
今

年
度
２
回
目
の
み
ん
な
の
お
も
し

ろ
ひ
ろ
ば
「
流
し
そ
う
め
ん
と

プ
ー
ル
」
が
、
飯
山
市
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
親
子
15
組
42
名
と
、

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
用
意
さ
れ
た
３
つ
の

プ
ー
ル
で
元
気
に
お
友
達
と
水
遊

び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
プ
ー
ル
か

ら
上
が
り
、
着
替
え
が
終
わ
っ
た

後
は
、
お
待
ち
か
ね
の
流
し
そ
う

め
ん
で
す
。

　

初
体
験
の
子
ど
も
た
ち
も
多

く
、
初
め
て
見
る
流
し
そ
う
め
ん

が
楽
し
か
っ
た
様
子
で
し
た
。
そ

う
め
ん
と
一
緒
に
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

や
と
う
も
ろ
こ
し
、
ゼ
リ
ー
な
ど

も
流
れ
て
き
て
、
子
ど
も
た
ち
は

大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

家
で
は
な
か
な
か
出
来
な
い
こ

と
で
あ
り
、
親
子
で
一
緒
に
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
９
月
３
日
㈬
に
ミ
ニ

運
動
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
一

緒
に
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

み
ん
な
の
お
も
し
ろ
ひ
ろ
ば
（
開
催
報
告
）

みんなで仲良くプール遊び！

何が流れてくるかな？初めてのプール、どうだったかな？



◇
氷
見
へ
区
民
旅
行

　
７
月
13
日
㈰
に
総
勢
24
名
で
恒
例

の
区
民
旅
行
、
今
年
は
キ
ト
キ
ト
（
富

山
の
方
言
で
「
新
鮮
な
」
の
意
味
）
の

お
魚
で
有
名
な
氷
見
へ
行
き
ま
し
た
。

　

海
沿
い
の
民
宿
で
新
鮮
な
料
理
を

味
わ
い
、
縄
文
、
弥
生
か
ら
近
世
に

至
る
複
合
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
た
国
史

跡
の
大
境
洞
窟
住
居
跡
や
、
海
浜
植

物
園
の
珍
し
い
花
や
庭
園
の
見
学
な

ど
で
楽
し
い一日
で
し
た
。

◇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

期　

日　

 

８
月
24
日
㈰
13
時
に
富
倉

公
民
館
を
出
発

場　
所 　
長
峰
運
動
公
園

◇
外
様
地
区
球
技
大
会

　
８
月
３
日
㈰
外
様
地
区
活
性
化
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
４

種
目
で
行
わ
れ
、
各
種
目
と
も
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
リ
ン
グ

で
の
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
、
そ
し
て
正

し
い
歩
き
方
を
教
わ
り
実
践
し
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。
結

構
日
々
使
っ
て
い
な
い
筋
肉
な
ど
あ
り

後
日
筋
肉
痛
に
な
ら
れ
た
方
も
い
た

り
、
手
と
足
が
一
緒
に
な
っ
て
歩
い
て

し
ま
わ
れ
た
方
も
い
た
り
と
笑
い
あ
り

楽
し
い
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
が
20
名
と
盛
大
に
事
業
が

行
わ
れ
、
７
月
12
日
に
は
、
ロ
ー
ド
に

出
て
景
色
を
見
な
が
ら
歩
く
こ
と
が

で
き
台
風
の
過
ぎ
去
っ
た
翌
日
と
い
う

事
で
、
ま
ぶ
し
い
日
差
し
の
中
暑
か

っ
た
で
す
が
、
い
い
汗
を
か
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
背
筋
が
伸
び
楽
に
歩

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
方
も
お
ら

れ
、
良
い
講
習
会
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
か
ら
新
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
要

望
な
ど
あ
り
ま
し
た
岡
山
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

口
～
関
田
峠
」
間
を
歩
き
、
23
名
の

参
加
者
全
員
が
踏
破
で
き
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
多
様
な
自
然
の
中
を

進
み
な
が
ら
、
植
物
の
豊
富
さ
を
改

め
て
実
感
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

◇
北
条
城
山
か
ら
狼
煙
（
の
ろ
し
）

　

10
月
４
日
㈯
、
飯
山
城
築
城

４
５
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し

て
、
太
田
地
区
で
は
「
北
条
城
山
」

か
ら
狼
煙
を
あ
げ
る
予
定
で
す
。
時

間
は
13
時
頃
で
す
。

◇
岡
山
公
民
館
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
講
習
会
開
催

　
６
月
25
日
・
７
月
２
日
に
田
中
淳

講
師
を
迎
え
講
習
会
を
岡
山
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

小
学
生
か
ら
70
歳
す
ぎ
の
方
ま
で
幅

広
い
年
齢
層
の
中
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
使
用
し
て
い
る
ポ
ー
ル

後
に
出
演
者
全
員
で
、
朧
月
夜
の
大

合
唱
を
行
い
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
交
流
会
を
行
い
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

◇
常
盤
地
区
大
運
動
会

日　

時　
８
月
31
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
か
ら

場　
所　

常
盤
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

昨
年
は
、
大
池
区
が
優
勝
。
大
池

区
連
覇
な
る
か
！

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

日　

時　
９
月
15
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

14
時
か
ら

場　
所　

常
盤
公
民
館

※
対
象
の
方
に
は
、
公
民
館
よ
り
連

絡
し
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
信
越
ト
レ
イ
ル

　

飯
山
市
公
民
館
と
の
共
催
で
７
月

13
日
㈰
に
実
施
し
、「
仏
ヶ
峰
登
山

財
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
元
の
方

に
案
内
い
た
だ
き
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

石
造
文
化
財
に
つ
い
て
学
習
す
る

こ
と
は
、
集
落
の
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
に
な
り
、
ま
た
、
普
段
見
過
ご
し

て
い
る
自
然
の
美
し
さ
や
集
落
の
風

景
な
ど
を
ゆ
っ
た
り
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
な
学
習
会

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
の
秋
、
小
菅
で
の
学
習
会
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
勢
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
富
倉
峠
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

　
７
月
27
日
㈰
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
１
０
０
人
余
り
の
皆
さ
ん
参
加
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は

30
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
柳
原
地
区
市
民
運
動
会

　
８
月
31
日
㈰
、
泉
台
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
予
定
で
す
。

　
７
月
６
日
㈰
秋
津
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
、
一
昨
年
と
雨
に
振
り
回
さ

れ
た
運
動
会
で
し
た
が
、
今
回
は
全

く
心
配
な
く
爽
や
か
な
青
空
の
下
、

み
な
さ
ん
優
勝
を
目
指
し
各
種
目
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

優　
勝　

飯
駒

準
優
勝　

秋
津
中
央

３　

位　
大
久
保

◇
第
18
回
千
曲
川
・
川
遊
び

　
７
月
27
日
㈰
地
区
内
外
か
ら
工
夫
を

凝
ら
し
た
手
作
り
い
か
だ
が
６
艇
、
69

名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

途
中
、
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
役
員
の
心
配
を
よ
そ
に
参
加
者

は
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
少
々
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
は
あ
り
ま
し
た
が
無
事
全

艇
ゴ
ー
ル
を
し
、
ゴ
ー
ル
会
場
で
は

か
き
氷
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、
大
人

も
子
供
も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
川

遊
び
を
堪
能
し
ま
し
た
。

◇
第
58
回
木
島
地
区
市
民
運
動
会

日　

時　
８
月
31
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
後
12
時
30
分
～

場　
所　
木
島
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◇
木
島
地
区
敬
老
会

日　

時　
９
月
15
日（
月・敬
老
の
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～

場　
所　
木
島
公
民
館

対
象
者　
昭
和
13
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
。
対
象
者
に
は
別
途

ご
案
内
し
ま
す
。
大
勢
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
瑞
穂
の
石
造
文
化
財
を
た
ず
ね
て

　
８
月
３
日
㈰
ふ
る
さ
と
百
選
選
定

事
業
瑞
穂
地
区
実
行
委
員
会
と
共

催
で
、「
瑞
穂
の
石
造
文
化
財
を
た

ず
ね
て
」
と
題
し
学
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

過
去
よ
り
今
に
伝
え
ら
れ
る
石
造

文
化
財
を
保
全
し
、
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
は
、
ま
ず
学
習
す
る
こ
と

が
必
要
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
事
業
。
昨
年
は
柏
尾
・
北
原
で

開
催
し
、
２
回
目
と
な
る
今
回
は
関

沢
・
針
田
・
笹
沢
集
落
の
石
造
文
化

優　
勝　

尾
崎
区

・
卓
球 

優　
勝　
法
寺
区

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　
勝   

尾
崎
区

・
フ
ッ
ト
サ
ル

優　
勝　

顔
戸
区

・
総
合
優
勝　

尾
崎
区　

◇
２
０
１
５
年
春
北
陸
新
幹
線
開

業
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
長
杯
争
奪
！

針
湖
池
二
代
目
釣
り
吉
王
決
定
戦

　
７
月
26
日
㈯
に
、
新
幹
線
開
業
に

む
け
た
Ｐ
Ｒ
と
常
盤
地
区
に
あ
る
針

湖
池
に
親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
う
ね

ら
い
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
釣
り
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
太

田
地
区
と
の
共
催
で
行
い
30
名
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
競
技
後
、

新
幹
線
開
業
に
む
け
た
「
新
幹
線
開

◇
飯
山
市
駅
伝
大
会

　
　
　
　
　
　
　
飯
山
チ
ー
ム

　
選
手
会
を
８
月
23
日
㈯
18
時
か
ら

公
民
館
講
堂
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

候
補
選
手
の
方
に
は
案
内
通
知
を
出

し
て
い
ま
す
。
練
習
は
８
月
25
日
か

ら
毎
週
月
・
水
・
金
曜
の
３
回
飯
山

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

　

今
年
の
飯
山
市
駅
伝
大
会
は
10

月
12
日
で
す
。
首
位
奪
還
を
目
指
し

て
随
時
、
選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
み
は
、
飯
山
公
民
館
☎
�

３
３
４
２
へ
お
願
い
し
ま
す
。
待
っ
て

い
ま
す
。

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

日　

時　
９
月
15
日（
月・敬
老
の
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
～

場　
所　
飯
山
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

　

長
年
、
地
域
社
会
、
家
庭
の
た
め

に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
人
生
の
先
輩

方
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お
祝
い
す
る

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
年
、
70
歳
に
な
ら
れ
た
方
と
75

歳
以
上
の
方
に
ご
案
内
を
し
て
お
り

ま
す
。
さ
さ
や
か
で
あ
り
ま
す
が
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

◇
秋
津
地
区
運
動
会

業
直
前
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
や
、
古

く
か
ら
伝
わ
る
針
湖
池
伝
説
に
つ
い

て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

（
大
漁
部
門
）

二
代
目
釣
り
吉
王　

佐
藤
洸
斗
（
戸
狩
新
田
）

記
録
１
４
０
０
グ
ラ
ム

準
優
勝 

井
出
歩
希
（
柳
新
田
） 

記
録
５
０
０
グ
ラ
ム

３　

位 

小
林　
漣
（
大
倉
崎
）

記
録
３
０
０
グ
ラ
ム

（
大
物
部
門
）

優　
勝　

佐
藤
洸
斗
（
戸
狩
新
田
）

記
録
34
・
７ｃ
ｍ

（
技
術
部
門
）

優　
勝 

小
林　
漣
（
大
倉
崎
） 

記
録
６・５ｃ
ｍ

◇
第
34
回
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　

市
内
で
も
唯
一
常
盤
地
区
だ
け
に

あ
る
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発
表
会
が
７

月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
の
団
体
が
参
加
し
、
大
正
琴
、

詩
吟
合
唱
、
合
奏
、
演
劇
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
演
が
あ
り
ま
し
た
。
最

33  総合学習センターだより / 14.08 32

秋

津

瑞

穂

外

様

常

盤

富

倉

柳

原

刻まれた文字を確認しています

今年も大漁でした 飯山の夏を堪能しました！

太

田

岡

山

木

島

大境洞窟の見学素晴らしい景色の中を歩きました

ブナ林の中で説明を聞きました

飯

山

白熱しました！

迫力が伝わります

川遊びを堪能しました



新 着 図 書 案 内
き
み
ま
ろ
「
夫
婦
川
柳
」
傑
作
選

い
き
い
き
96
歳
！

ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
神
殿

胡
蝶
殺
し

す
べ
て
の
神
様
の
十
月

放
課
後

山
女
日
記

ク
ラ
ス
メ
イ
ツ

つ
ば
き

35 34

綾
小
路
き
み
ま
ろ

吉
沢
久
子

海
堂
　
尊

近
藤
史
恵

小
路
幸
也

東
野
圭
吾

湊
か
な
え

森
　
絵
都

山
本
一
力

図書館
ニュース

開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金 9：30 ～ 18：00
　　　　　  土・日9：30 ～ 17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇
9/１ 月 月曜休館
２ 火
３ 水 移動図書館車③コース
４ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
５ 金 移動図書館車②コース
６ 土
７ 日 10:30～おはなしひろば
８ 月 月曜休館
９ 火
10 水 移動図書館車①コース
11 木 10:30～絵本とわらべうたの会
12 金 移動図書館車④コース
13 土
14 日 10:00～ブックスタート
15 月 月曜休館（祝日）
16 火 振替休館
17 水 移動図書館車③コース
18 木 10:30～絵本とわらべうたの会
19 金 移動図書館車②コース
20 土
21 日 10:30～おはなしひろば
22 月 月曜休館
23 火 休館（祝日）
24 水 移動図書館車①コース
25 木 10:30～絵本とわらべうたの会
26 金 移動図書館車④コース
27 土
28 日 10:30～おはなしひろば
29 月 月曜休館
30 火

の日は休館です。

　
８
月
１
日
の
夜
、
夏
休
み
体
験

教
室
「
夏
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
コ
ワ
～

い
お
話
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
小
学
生
26
名
。
今

回
、
初
め
て
美
術
館
を
会
場
と
し

て
行
い
、『
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
』『
い

そ
お
ん
な
が
で
る
海
』『
お
ば
け

学
校
の
三
人
の
生
徒
』
の
３
つ
の

お
話
を
、
そ
れ
ぞ
れ
絵
本
・
紙
芝

居
・
朗
読
で
楽
し
み
？
ま
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
も
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、

ド
キ
ド
キ
、
は
大
人
気
で
す
ね
。

夏
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
コ
ワ
～
い

お
話
会
（
開
催
報
告
）▲暗ーい会場内にほどよくひびく声、子ど

もたちの真剣な表情を想像してください。

コ
コ
ロ
の
止
ま
り
木

桜
ハ
ウ
ス
　
上
・
下

彦
左
衛
門
外
記
　
上
・
下

河
合
隼
雄

藤
堂
志
津
子

山
本
周
五
郎

お
か
げ
さ
ま
で
生
き
る

叱
ら
れ
る
力

つ
な
が
り
を
煽
ら
れ
る
子
ど
も
た
ち

日
本
の
香
り
物
語

た
る
み
が
消
え
る
！
顔
ダ
ン
ス

ち
ゃ
・
ち
ゃ
・
ち
ゃ
で
美
味
し
い
！
海
ご
は
ん

写
真
集
（
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
）
の
つ
く
り
方

爬
虫
両
生
類
の
上
手
な
飼
い
方

矢
作
直
樹

阿
川
佐
和
子

土
井
隆
義

渡
辺
敏
子

お
き
ゃ
ん
マ
マ

大
川
　
直

丹
野
清
志

冨
永
　
明

「
飯
山
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
概
要
版

講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

３ 

市
内
小
学
校
か
ら
市
立
図
書
館

に
施
設
見
学
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

４ 
市
立
図
書
館
で
市
内
中
学
校
生

徒
に
よ
る
職
場
体
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

５ 

市
立
図
書
館
司
書
と
市
内
小
・

中
学
校
図
書
館
司
書
と
の
連
絡
会

等
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

６ 

市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

は
、
独
自
に
学
校
や
保
育
園
等
で

読
み
聞
か
せ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
７
章　
広
報
・
啓
発
等

１ 

広
報

　

事
業
実
施
課
・
機
関
に
お
け
る

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
使

っ
て
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。
市
立

図
書
館
に
お
い
て
は
、
毎
月
発
行
の

「
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
」
の
中
で
広
報
し

ま
す
。

２ 

ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
と
普
及

　
市
立
図
書
館
で
は
、
年
代
に
あ
わ

せ
た
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
乳
幼
児
期
の
「
こ
の
本
読
ん

で
」、
小
学
校
低
学
年
、
小
学
校
中

学
年
の
三
種
類
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

第
８
章　
具
体
的
目
標

　

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
の
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、前
章
に
掲
げ
た
と
お
り
で
す
が
、

本
計
画
で
は
、
平
成
25
年
度
の
現

状
と
平
成
30
年
度
時
点
の
目
標
を

そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
い
ま
す
。

本
に
関
す
る
情
報
発
信
、
保
育
園
・

学
校
図
書
館
へ
の
支
援
、
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
の
継
続
な
ど

３ 

保
育
園
・
幼
稚
園
に
お
け
る
取

り
組
み

　

市
立
図
書
館
の
団
体
貸
出
の
積

極
的
活
用
と
蔵
書
の
充
実
、
保
育

士
等
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
推
進
、

園
文
庫
の
貸
出
の
促
進
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
と
の
交
流
推
進
な
ど

４ 

学
校
に
お
け
る
取
り
組
み

　

学
校
図
書
館
の
充
実
・
改
善
、

読
書
週
間
設
置
な
ど
子
ど
も
の
読

書
活
動
推
進
、
利
用
し
や
す
い
学

校
図
書
館
の
環
境
整
備
、
図
書
資

料
の
充
実
・
更
新
、
各
図
書
館
と
の

連
携
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」（
第
５

章
）
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
な
ど

第
５
章　
家
庭
の
日
の
親
子
20
分

間
読
書
の
推
進

　

長
野
県
で
は
毎
月
第
三
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
読
書
活
動
に
お
い
て
も
、「
家

庭
の
日
」
を
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

と
設
定
し
、20
分
間
を
目
安
と
し
て
、

テ
レ
ビ
を
消
し
て
読
書
の
時
間
を
設

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

第
６
章　
関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
力

１ 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
実
施
に
お
い

て
は
、
市
立
図
書
館
と
保
健
福
祉

課
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

２ 

市
立
図
書
館
で
は
、
保
育
園
や

子
育
て
関
係
施
設
で
読
み
聞
か
せ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

４ 

地
域
（
公
民
館
等
）・
家
庭

　

市
内
に
は
10
の
地
区
公
民
館
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
図
書
室
を
設

け
て
い
る
館
は
７
館
あ
り
、
蔵
書
数

は
50
～
２
３
０
０
冊
と
幅
が
あ
り
、

図
書
予
算
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
は

１
館
の
み
で
し
た
。

　

家
庭
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
調
査
を
実
施
し
て
い

な
い
の
で
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
就

学
前
の
子
ど
も
は
、
各
施
設
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
家
庭
で
本
と
向
き
合

う
た
め
の
周
辺
の
環
境
整
備
は
整
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

５ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
市
内
の
読
書
活
動
グ
ル
ー
プ
は
５

団
体
あ
り
、
幼
稚
園
・
保
育
園
、
小

学
校
、
児
童
館
等
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
と
し
て
読
書
会
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
各
施
設
で
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

第
４
章　
推
進
の
た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み

◎
主
な
内
容

１ 

家
庭
・
地
域
で
の
取
り
組
み

　

子
ど
も
と
一
緒
に
本
を
楽
し
む
読

書
習
慣
の
形
成
、
子
ど
も
の
読
書
に

関
す
る
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
、

図
書
館
等
を
利
用
し
た
読
書
環
境

作
り
、「
子
ど
も
読
書
の
日
」（
第
５

章
）
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み
な
ど

２ 

市
立
飯
山
図
書
館
で
の
取
り
組
み

　
児
童
資
料
の
整
備
、
お
は
な
し
会

等
の
行
事
開
催
、相
談
業
務
の
充
実
、

１ 

計
画
の
位
置
付
け

　

飯
山
市
で
の
位
置
付
け
は
、
平
成

25
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
第
５
次

総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
」
の
中

で
本
計
画
の
策
定
が
掲
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
な
お
、
本
計
画
の
対
象
は
、
妊
娠

期
を
含
め
、
乳
幼
児
か
ら
概
ね
18

歳
以
下
の
飯
山
市
に
在
住
、
在
学

す
る
子
ど
も
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
読
書
活
動
と
は
、
読
書
の

過
程
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

読
み
手
自
身
が
内
面
的
に
変
化
し
、

成
長
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た

主
体
的
な
活
動
を
意
味
し
、
読
書

活
動
の
推
進
と
は
、そ
う
し
た
変
化・

成
長
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
た
め

の
、
広
い
意
味
で
の
環
境
整
備
や
支

援
活
動
を
指
し
ま
す
。

２ 

計
画
の
目
的

　

家
庭
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
、
子
育
て
支

援
施
設
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
、

多
く
の
関
係
機
関
、
団
体
の
事
業

実
態
と
現
状
を
把
握
し
、
ま
ず
、

各
機
関
の
連
携
を
高
め
る
こ
と
目
的

と
し
ま
す
。

３ 

計
画
の
期
間

　

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

４ 

計
画
の
推
進

　

推
進
主
体
は
、
家
庭
、
地
域
、

保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
等

学
校
、
市
立
飯
山
図
書
館
、
市
と

し
ま
す
。

　

進
行
管
理
は
、
毎
年
度
の
図
書

館
運
営
協
議
会
に
て
実
施
状
況
の

公
表
等
を
行
い
、
最
終
年
度
に
総

括
及
び
二
次
計
画
に
つ
い
て
策
定
し

ま
す
。

第
３
章　
飯
山
市
の
子
ど
も
読
書

活
動
の
現
状

１ 

市
立
飯
山
図
書
館

　

市
立
飯
山
図
書
館
の
蔵
書
の
う

ち
子
ど
も
に
関
す
る
蔵
書
（
児
童

図
書
・
絵
本
・
紙
芝
居
）
は
約
３
万

冊
で
す
。

　

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
と

し
て
は
、
主
に
、「
絵
本
と
わ
ら
べ

う
た
の
会
」、「
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
」、

「
親
と
子
の
絵
本
講
座
」、「
ブ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
」
な
ど
を
年
間
通
し
て
開

第
１
章　
策
定
の
背
景

　

子
ど
も
の
読
書
は
、「
生
き
る
力
」

を
身
に
つ
け
て
い
く
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
が
、
近
年
の
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像
文
化
や
電

子・情
報
メ
デ
ィ
ア
の
急
激
な
進
展・

普
及
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
活
字

離
れ
・
読
書
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
国
は
平
成
13

年
に
子
ど
も
読
書
活
動
に
関
す
る

法
律
を
公
布
・
施
行
し
、
市
町
村
は

「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を

策
定
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
、
飯
山
市
で
は
平
成

25
年
度
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
章　
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

催
し
、「
春・夏
休
み
体
験
教
室
」「
ク

リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」「
図
書
館
ま

つ
り
」
な
ど
を
年
１
回
程
度
、
継
続

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
保
育
園
や
小
・
中
学

校
等
へ
の
本
の
貸
出
、
移
動
図
書
館

車
の
巡
回
事
業
等
で
も
、
子
ど
も
の

読
書
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

２ 

保
育
園
・
幼
稚
園

　

市
内
11
園
の
蔵
書
数
は
６
０
０

～
１
０
０
０
冊
程
度
で
す
が
、
市
立

図
書
館
か
ら
年
間
１
２
０
０
冊
の
本

を
入
れ
替
え
な
が
ら
貸
出
し
て
い
ま

す
。
現
状
で
は
、
保
育
園
・
幼
稚
園

に
お
け
る
子
ど
も
読
書
活
動
は
充
分

に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

３ 

小
・
中
・
高
等
学
校

　

市
内
小
学
校
８
校
の
蔵
書
数
は

規
模
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
平

均
６
７
０
０
冊
で
一
人
当
た
り
の
冊

数
は
22
～
３
０
８
冊
と
な
っ
て
い
ま

す
。
朝
ま
た
は
昼
の「
読
書
の
時
間
」

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
と
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
二
校
の
中
学
校
の
蔵
書
数

は
そ
れ
ぞ
れ
９
０
０
０
冊
台
で
、
一

人
当
た
り
の
冊
数
は
25
、35
冊
で
す
。

朝
読
書
と
読
書
週
間
の
取
り
組
み

は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
年
間
貸
出

冊
数
が
小
学
校
と
比
較
し
て
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
高
等
学
校
は
二
校
あ

り
、
蔵
書
数
は
２
万
１
０
０
０
冊
、

２
万
４
０
０
０
冊
と
多
く
あ
り
ま

す
。
貸
出
冊
数
は
年
間
７
～
30
冊

　

飯
山
市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
「
飯
山
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
計
画
の
各
章
の
要
点
を
概
要
版
と
し
て

紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
飯
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立

図
書
館
備
え
付
け
の
冊
子
等
を
ご
覧
下
さ
い
。

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本
『
豊
か
な
感
性
と
国
語
力
を
育
て
る
　

　 

子
ど
も
と
楽
し
む
俳
句
教
室
』

 

金
子
兜
太
監
修

 

誠
文
堂
新
光
社

　お子さん、お孫さんと一緒に、夏休
みの楽しい思い出を俳句にしませんか。
五七五のリズムを楽しみながら言葉を並
べてみると、子どもたちの感性に驚かさ
れる楽しい一句が出来上がるはずです。
俳句の説明はもちろん、俳人の解説も大
きな字で読みやすく書いてあります。大
人が読んでも十分に楽しめる一冊です。

よ
み
も
の

大
活
字

そ
の
他


